<要約と提言>ネットワーク・マネジメント論と新潟県集積企業の課題 : 「重層的情報ネットワークシステム」の提唱 by 蛯名, 保彦
[要約と提言]ネットワーク･マネジメント論と新潟県集積企業の課題
- ｢重層的情報ネットワークシステム｣の提唱-










































































































り上げることにある｡)そこでは､中越地域の機械 ･金属産業を中心にして ｢環日本海 (北東アジア)
ビジネス･ネットワーク｣を形成 ･発展させる必要性を強調するとともに､それに携わるネットワーク














































企業間の多様な連携すなわち ｢研究 ･製品開発連携｣-を生み出すとともに､それは新たな技術 ･生産関
係の形成を通じて特定の技術 ･生産関係を前提に成立していた ｢技術 ･生産工程間連関｣の連鎖的変動






































































(Supplier)､製造者 (Manufacturers)､分配者 (Distributers)､小売り (Retailers)そして顧客
(Customers)に至る一連の調達プロセスを三つの ｢導管｣すなわち ｢財の導管 (GoodsConduit)｣､

























































































形式を書類か ら電子データ交換に置き代えるということである｡ こうしたIT (Ⅰnformation
Technology)の発展によって始めてビジネス･プロセスの融合もまた進展するのである｡かくして










































図3 ｢ビジネス･プロセス (BP)｣から ｢ビジネス ･プロセス･ネットワーク (BPN)｣への変化
一業種別一･企業別 ･業務別マ トリックスによるサーベイー
業種業務企業(BP)Ⅰ建設業 Ⅱ製造業 Ⅲ卸売業 Ⅳ小売業 Ⅴ物流業 Ⅵ金融業 Ⅶその他xi.2.3.I.､Ai'.2.3... B1°.2｣3- C1.2.3-.D1.2.3- E1.2.3- F1.2.3-
1.研究 .製品開発2 生産計画 ∴△_-× @J甲 △ミ.× △×. △_× △不. △× CALS/ BPに対応
3.工程管理 ◎ ◎ × × × × ×
4.購買 .外注管理5 在庫管理6 販売 ◎○O ◎ ○◎ ◎ 〇 × 〇 BP.ERP
7.経 理 .◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ / SCMに対
8.原価管理 ◎ ◎ ○ ○ ○ × ○ 応
9.予算管理10 人事 .袷与 ○ ○ ○ ○ .○ ○ ○
























































































































































































































































































































































































































































































































- (A)垂直的取引関係 - (A)から (13)への過渡期 - ([望ましい])水平的取引関係
LA1-- LA3-- ,LA5--








同 La3( 同 )- 同 LA3( 同 )




?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
臥2(二次協力企業)-地方有力企業 La2(一次協力企業)
a乍( 同 )ァ 同 La4( 同 )
a6'( 同 )一 同 La6( 同 )
[3];｢コーディネート企業｣(｢独立系中堅企業｣)による三つの ｢ネットワーク･コーディネート｣
_ネ.,ツ卜ワT.:ク ?. _ヽL-.′コーディネートⅡ
製品 .部品 LAr1 LA3 LA5.●●●ネットワーク . .
メ ー カ ー協 力 コ-デイネ-トI1
I I I ●●●
企 業 自社製品A1 同A3 甲A5.




同 Ⅲ ;IとⅡの相乗作用 ･累積効果のためのコーディネート
[4];ネットワーク･コーディネートの広域化 ･グローバル化
＼ ネ_ツトワ.-ク.コ-デイネ-トI;広域化 .グロ｢パル化一一->
高場 (ロ⊥カル市場 + グローバル市場)
- 2 7 -
[5];ネットワーク･コーディネートの多元化と ｢ビジネス･ネットワーク｣
＼ ネットワーク_..コーディネートⅠ;広域化 .グロ-パル化 ----->












に ｢ビジネス･ネットワーク｣形成を支援すること､再そのためにはネットワーク型産業 (金融 ･流通 ･





























































































































































































































































(広域化 ･グローバル化) 重要 (D)
情報ネットワークシステム (A)と流通システム (B)との関係 ;























｢ネットワーク｣は必ずしも ｢ビジネス･ネットワーク｣であるとは限らない｡そこでは ｢ビジネス ･




らだ｡また､後者の ｢場｣も,｢ビジネス･プラットフォーム｣や ｢ビジネス･コア (ビジネス･セン
















































需要 (D) ニーズ (N)
























































































































合化が､(1)加工機能の高度化 ･専門化とどのように関わるのか､(｡)またその高度化 ･専門化が ｢研究 ･


























































それに携わる流通システムの強化 ･発展及びそれを支援 ･補完するための 『環日本海 (北東アジア)ビ
ジネス情報ネットワークシステ与』の形成もまた求められているのである｡ (この場合強調しておかな











心にして ｢環日本海 (北東アジア)版技術移転機関 [TLO;TechnologyLicensingOrganization]｣
を創設することも考えられてよいであろう｡
(なお､本稿が中越集積を取り上げたのは､新潟県における産業集積の一つの事例としてであり､その
検討を通じて新潟県産業集積の特質を明らかにするためである｡また機械 ･金属産業を中心に据えたの
も､その分析によって得られた知見を同県の他の業種にも活用するためである｡)
ー 42-
